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COP30 ジャパン・パビリオンへ出展 

換気と空調の組み合わせで“冷やしすぎ”を防ぎ、大幅な省エネを実現する空調ソリューションを展示 

ダイキン工業株式会社は、2025 年 11 月 10 日～21 日にブラジル連邦共和国・ベレンで開催される「国連

気候変動枠組条約第 30 回締約国会議（COP30）」において、環境省が設置する「ジャパン・パビリオン」に出

展します。ここでは、建築物の脱炭素化への貢献が期待される「換気と空調の組み合わせで“冷やしすぎ”を防

ぎ、大幅な省エネを実現する空調ソリューション」を展示します。ダイキンが COP の場で出展やセミナー登

壇をするのは COP28（2023 年）、COP29（2024 年）に続き 3 回目です。 

COP は、国際機関や各国の政府・自治体・NGO・企業等のリーダーらが集結し、地球温暖化抑制に向けた国

際的な方向性やルールについて議論する国際会議です。現在、世界の温室効果ガス排出量のうち、約 37％を建

築分野が占めていることから、建築物の脱炭素化が国際的にも重要視されています。COP28 では、同分野の

脱炭素化と気候変動への適応を推進する国際枠組み「Buildings Breakthrough」が発足しました。建築物の

カーボンニュートラル達成に向けては空調由来の温室効果ガス（GHG）の削減が必要不可欠であり、中でもそ

の大半を占めるオペレーショナルカーボン（エネルギー消費等、建物の利用・運用に起因する排出量）を削減

することが重要です。 

今回の「ジャパン・パビリオン」で、ダイキンはオペレーショナルカーボンの削減に寄与するソリューショ

ンとして「換気と空調の組み合わせで“冷やしすぎ”を防ぎ、大幅な省エネを実現する空調ソリューション」を

紹介します。また、湿度が異なる空気を再現したボックスを用意し、同一温度でも湿度の違いで快適性が異な

ることを体感できる展示も行います。 

今回展示する“冷やしすぎ”を防ぐ空調ソリューションは、全熱交換器を活用し、室外から取り込む空気の温

度・湿度を室内の空気と熱交換しながら換気することで、空調の熱負荷を抑えられるとともに快適性に影響す

る湿度を低く保つことができます。全熱交換器の熱回収による省エネに加えて、空調機の設定温度を少し高め

に設定することが可能になり、大幅な省エネにつながります。一般的な換気と空調を用いた場合と比べて消費

電力を大きく削減でき、当社ビルでの実証では約 40％※1 の削減効果が確認されています。この実証結果は、

サステナビリティの課題解決に取り組む国際的な企業団体である「WBCSD（持続可能な開発のための世界経

済人会議）」が、建築物の脱炭素化に向けて発行したレポート※2にもケーススタディとして掲載されています。

建築物の脱炭素化の重要性が一層高まる中、ダイキンは既に実用化された換気と空調の技術を組み合わせるこ

とで、今すぐ実行可能なソリューションとして展開しています。 

ダイキンは、世界 170 以上の国と地域に事業を展開する空調のリーディングカンパニーとして、環境技術を生

かした製品・サービスを普及させることで、持続可能な社会の実現をめざします。 
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※1 2023 年にタイの当社研究施設で行った実証実験において。 

※2  “Achieving net-zero buildings: An action plan for market transformation“ 

（WBCSD（持続可能な開発のための世界経済人会議）、2025 年3 月6 日発行） 

 

ダイキン工業株式会社 常務執行役員（CSR、地球環境、渉外担当） 澤井 克行のコメント 

ダイキンは日本の優れた技術や取り組みを発信する「ジャパン・パビリオン」で

の技術展示や、セミナーへの登壇等を通じて、当社のカーボンニュートラルに向け

たビジョンや技術、ソリューションを、各国の政府、国際機関の関係者等に向けて

訴求します。「独自の空調技術」「製品のライフサイクル全体での環境ソリューショ

ン」「ルール形成も含めた社会実装の推進」を柱に、建築物の脱炭素化をリードす

ることを、COP30 を通じて発信し、世界の環境・エネルギー問題の解決に取り組

みます。 

当社の COP30 におけるセミナーへの登壇情報等は、こちらのページ上でお知らせします。（英語のみ） 

 

＜出展概要＞ 

開催日時 ：2025 年 11 月 10 日～21 日 

開催地：ブラジル連邦共和国・ベレン 

出展テーマ：換気と空調の組み合わせで“冷やしすぎ”を防ぎ、大幅な省エネを実現する空調ソリューション 

 

＜主な展示内容（予定）＞ 

空調機のライフサイクル CO２の排出割合と本システムによる削減効果について 

 従来の換気と本システムとの違いについて 

 同一温度でも湿度の違いによって快適性が異なることを体感する展示 

 

 

〔お問い合わせ先〕ダイキン工業株式会社 コーポレートコミュニケーション室 

大阪 (06) 6147-9923／東京 (03)3520-3100 

https://www.daikin.com/corporate/overview/cop30

